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Abstract 


In order to make clear the developmental stages of Culex pipiens pallens sensitive 
to photoperiodic conditions for the gonoactivity, the larvae in each stage, the pupae 
and the females just after emergence were transferred from long photoperiod to short 
photoperiod or vice versa, and the resulting females were examined for the states of 
follicles and feeding activity. It seems that the larvae in each stage and pupae are 
influenced by short photoperiod, and the follicular development and feeding activity 
of the females are inhibited, as far as the females are kept under short phothperiod. 
When the period for exposure to short photoperiod in immature stages is longer, the 
effect on the gonoactivity indicated by follicular development is generally stronger, 
while the exposure after emergence to short photoperiod does not seem effective in 
inhibiting the feeding activity and follicular development. Readily develop, however, 
the follicles of the gonoinactive females, which have experienced the short photoperiod 


in their larval and pupal stages, if exposed to the long photoperiod after emergence. 
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は し 


Oda (1968, 1971) は , 10 月 以降 に 羽化 し て 来る ア 
カイ エ カ Culex pipiens pallens の ゃ の 多く は , 小型 
濾胞 を 持ち , 吸血 不 活性 で .。 これ ら が 越冬 集団 の 大 多 
数 を 占め る こと を 指摘 し , また この よう な 越冬 * OW 
Balk, 秋 の 日 長 の 短縮 と 紗 接 な 関係 が ある こと を 報告 
Li. し か し , どの 発育 段階 で 短 日 長 の 作用 を 強く 受 


め に 


けた 結果 な の か に つい て は 不明 の まま 残さ れ て いた . 
XA CAPD ERGO Yi, MAOILE B6 l を 種々 
の 温度 下 で , 長 日 か ら 短 日 に , ある い は 短 日 か ら 長 日 
に 移し 変え て 飼育 し , 羽化 e 成虫 の 吸血 率 , 及び 吸血 
活動 と 密接 な 関係 が ある 渡 胞 の 発育 状態 を 調査 し た の 
T, その 結果 を 報告 する . 


実 RR 方 x 


本 実験 は , 17, 21 及 び 25?C の 夫々 の 温度 と 8 ~16 
時 間 の 範囲 の 日 長 と を 組み 合せ た 恒温 室 で 行なっ た . 
材料 と し て は , 25°C, 16 時 間 日 長 下 で 長年 に 豆 っ て 
継 代 飼育 し て いる 長崎 系 の アカ イエ カ Culex pipiens 
pallens を 用 いた . WE, 痛ま た は 羽化 成虫 を 異な 
る 日 長 条 件 に 移す 場合 に は , 脱皮 後 24 時 間 以 内 に 行 な 


っ た . 羽化 @ は 30x30x30cm の 飼育 ケー ジ に 入れ , 
2 砂糖 水 を 与え て 飼育 し た . 吸血 は , それ ぞ れ の 実 
験 条件 下 で ヒ ョ ュ で 1 晩 行なっ た . 濾胞 の 発育 状態 の 
HAC MEMM Note, 濾胞 の 発育 期 の 定義 
は 前 報 (Oda, 1968, 1971) の 記載 に 基づい た . 


x BR K dà 


アカ イエ カ を 長 日 条件 か ら 短 日 条件 に 移す 場合 に , 
高い 温度 の 長 日 か ら そ れ よ うり 低い 温度 の 短 日 に 入れ る 
時 と , 同 温 の 長 日 か ら 短 日 に 入れ る 時 と で は , 濾胞 の 
発育 状態 と 吸血 活性 に 差異 が か 生じ る こと が 考え られ 
た . そこ で 25°C また は 21°C, 16 時 間 日 長 下 で 飼っ た 
アカ イエ テカ を 2 一 4 令 の 各 幼 虫 期 , WIN ROMER 
成虫 期 に それ ぞ れ 21?C, 9 時 間 日 長 , また は 21°C, 
8 時間 日 長 に 移し て 飼育 し , 羽化 後 10 一 12 日 に 9 成虫 
の 注 胞 の 発育 状態 と 吸血 率 を 調べ た . その 結果 を 第 1 
表 の 実験 1 と 2 に 示し た . 

これ ら の 実験 か ら , 短 日 に 移す 時 期 が 早い ほど , fÉ 
っ て 短 日 処理 され る 期間 が 長い ほど , 一 盤 に は 羽化 
の 濾胞 は 未 発達 の 状態 に と どまり , 吸血 率 も 低く な る 
こと が わか る . し か し , 幼 昌 の 1 令 か ら 4 令 の どの 今 
期 か ら 短 日 に 移し て も ほとん と 差 は 見 られ な か っ た . 
また , 両 実験 結果 が ほぼ 一 致し て いる の で , 長 日 時 の 
飼育 温度 は , 短 日 処理 に よる 吸 碧 活性 の 抑制 効果 に は 
あま り 関 係 か が ない よう で ある . な お , ここ で も 前 報 
(Oda, 1968, 1971) で 指 " し た よう に , 濾胞 の 発育 
状態 と 吸血 率 と の 間 に は 強い 相関 関係 が 認め られ , A 
化 の 濾胞 が 未 発 達 の 状態 に と ど ま っ て いる 場合 に は 
吸血 率 も 低い . 

次 に , 17?C の 温度 の 下 で , 実験 1, 


と は 逆 に 最 


初 8 時 間 の 短 日 下 で 1 令 幼 是 か ら 飼育 し , 2 一 4 令 の 


& 5 e oti CC TOES HO RHEL, 羽化 直後 か 
ら 再 び も と の 短 日 に も ど し , その 滅 胞 の 発育 状態 を 調 
At. その 結果 を 第 1 表 の 実験 3 に 示し た , アカ イエ 
カ を 2, 3, 4 令 幼 昌 の 各 発 育 期 か ら 野 期 ま で , ある 
voll APE AIR x, 長 日 に 長い 期間 きら 
し た も の ほど 渡 胞 は よく 発達 し て いた . すなわち , W 
虫 期 の 短 日 処理 期間 が 長く な る ほど , 羽化 ? の 濾胞 は 
未 発 達 の 状態 に と ど ま る こと に な り , この こと は , 
17?C の 温度 の 下 で は 4 令 の みな ら ず , 1,2, 34 
の 幼虫 $ 短 日 の 影響 を 受け る こと を 意味 し て いる . し 
か し , 実験 1, 2 で は , ee 
か ら 短 日 に 移し て も , その 後 先日 で 飼育 する 限り 
Se a a a oe oe 
か っ た の で , 1~ 3 令 幼 虫 時 代 の 短 日 の 影響 は , 44 
幼虫 及び 踊 時 代 と 比べ て , か な り 小 さい よう に 思わ れ 
る . 

今 ま で の 実験 で は すべ て 成虫 期 は 短 日 条件 下 に お い 
tons, 今度 は 1 Geib 2~ 4 SHB ROMO BIE 
AW se CHACHAL, その 後 長 日 に 移し て 飼育 羽化 
させ , 濾胞 の 発育 状態 を 調べ た . 実験 3 と は , WERE 
が 長 日 条件 で ある 点 が 異な る . その 結果 を 第 1 ROK 
ia 4 に 示し た . 
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Table 1. Follicular development and feeding activity in Culex pipiens pallens 
females which were exposed to long and short photoperiods in the 
given combinations of developmental stages. 


| | NN 
| | No. 9 9 with the first follicles! 7 
Developmental stages* exposed min INo. 9 9 vt ihe andicated ducum Sides | Folli- | Feeding rate 
to specific photoperiod [ dis- | | | | | cular eS No. 
nd temperatur t や sected | 4—: 5—| 6— E 8 一 : 9—il0-—| stages | 99 [ae 
a pe e gence | secte Tul Qo an ae RAE exposed ed (%) 
16 hours,25°C | 9 hours, 21°C | Experiment 1 
| a [ [ | [ | | | | | 
L234P,A 19] wl i ofa) | | | | N | w] 1 |1 0 
1 | 2,5, 4P,A| 10 10 | fo: ai — Nb | 97 | 1 | 19 
1, 2 | SP AL OM :39 050902 2. | | $» gx ON 45 | 5 | 1.1 
15:249 4P,A 10 20 | 2:15 | 3; | | N 50 2 | 4.0 
152. dd P,A 10 — 44 | 1:22]15: 5| 1) ^ | N | 168 | 37 | 22.0 
1,2, 3, 4,P | A 10 27 (1| 4:11:10: 1 , N~Ib | 100 | 77 | 77.0 
1 2,3, 4,P.A w| wi] | |1i6 3 | m | 250 | 223 | 89.2 
16 hours, 21°C | 8 hours, 21°C | Experiment 2 
1,2, 3, 4,P, A| 12 i oe) Oe ae | Nw | 167 | 31 | 18.6 
1 2, 8, 4,P,A| 12 | 10 €. M ined 4 | 0 | 0.0 
152 3,4,P,A| 12] 12 ! 3! 5| 3! 1 N~Ib | 100 21 | 21.0 
1, 2, 3 4,P,A| 12 20 | 6 10| 3 1 N~Ib | 207 | 42 | 20.3 
1:32: 994 P,A 12 18-1 2:1 3. | 84 131 る N~Ib | 144 | 92 | 63.9 
1,2, 3, 4,P. | A 12 25 | | 2| 4:13; 5| 1 N~Ib 37 20 | 54.1 
1, 2, 3, 4,P,A 2 | 2 | 911312. | wp | ez | 58 | 85.5 
16 hours,17°C | 8 hours, 17°C Experiment 3 
12,3, 4P,A 10 | 20 |1010] = | .  NoLN 
P 1.2.26. A 407 20| 12 ai 」 | Nb 
4P 1, 2, 3, A 10 dej (| の 1: | — | N-db 
3,4,P 1 2, n 0 | 2| | | 6:1: 7) | | Ned 
| | | ee E 
2,8,4,P | A 10 | 21 | | (3114: 3i 1] Ib 
7 | E 1 ] 
1, 2, 3, 4,P,A | of} to] Tr IM 
16 hours, 21°C | 8 hours, 21°C | Experiment 4 
1.2,3,4P,A 2| 1 | 5: 9] 3) 1, | Nb 
AE? 34P 12 3|. 2a 4X T |N-db 
P,All, 2, 3, 4 B 12 | (431 3i 5!  iIa, Ib 
4, P, A|L, 2, 3 (02 8 2:5 da, th 
3, 4,P,A1, 2 | 12 10 | (2:414. Ia, Ib 
2, 3, 4, P, All 12 54 $9 | nb 2:2 Ia, Ib 
1, 2, 8, , P, A pup epo x | Teuxo s T gb 


* Numbers show larval instars; P=pupa; A=adult. 
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この 表 か ら わ か る よう に , 全て の 羽化 $ は , よく 発 
達し た 演 胞 を 持っ て いた ,. この こと か ら , Be, mal 
の 短 日 処理 は , 今 ま で の 実験 か ら 明 ら か な よう に , WE 


3i 


アカ イエ テカ は , 低温 人 条件 下 で は 短 日 の 影響 を 強く 受 
け , PUES の 濾胞 は 未 発 達 で 吸血 率 は 低く , この よう 
に し て 休眠 状態 で 越冬 に 入る こと は すでに 報告 し た 
(Oda, 1968), 今回 の 実験 か ら は , この 日 長 条 件 
は , Sot, d, 成虫 の 何れ の 発育 期 に お いて も 感受 さ 
れる こと を 明らか に し た . 
成虫 期 を 短 日 で 飼育 し た 場合 に は , 4 Oo BRU 
期 が 感受 性 が や や 高い よう で ある が , 一 般 に は 幼虫, 
虹 期 の 短 日 処理 期間 が 長い ほど 吸血 活性 は 低かっ た . 
同様 の 事実 は , 成虫 で 休眠 する 他 の 由 に お いて も 知ら 
れ て いる . Vinogradova (1960) Anopheles maculi- 
pennis messeae "e 3470) Box o8 Hc,HH. FES 
せる と , すべ て が 休眠 ゃ で あっ た が , 469 Barb 
短 日 で 飼育 する と , 休眠 ? は 約 60 必 に 減少 し た と い 
5, Eldridge (1963) は , コガ タ ア カイ エ カ Culex 
iritaeniorhynchus の 1 ^id 5 wil bH A CAH 
H. 羽化 させ る と の 吸血 率 は それ ぞ れ 3 %BO30% 
で ある と いう 結果 を 得 た . さら に 同様 の こと は 
Aedes triseriatus に お いて も 報告 され て いる . す な ね わ 
ち , Clay and Venard (1972) は 本 種 の 幼 忠 休眠 は 
第 1 義 的 に は 短 日 に よっ て 誘導 され る が , 休眠 する か 
どう か は 幼虫 時 代 の 短 日 処理 期間 の 長 さ に よっ て 決ま 


摘 


アカ イエ ニカ の 光 周 条件 を 感受 する 発育 眉 階 を 明らか 
に する た め に , 本 種 の 各 今期 の 幼虫 , WESTER 
9 を 各種 温度 下 で 長 日 か ら 短 日 に , ある い は 短 日 か ら 
長 日 に 移し 変え て 飼育 し , PUES KHOR Ms OUR 
胞 の 発育 状態 を 調べ , 次 の 結果 を 得 た . どの 令 期 の 幼 


Pa 


1) Clay, M. E, and Venard, C. E.: Larval 
diapause in the mosquito Aedes triseriatus. Effects 
of diet and temperature on photoperiodic indu- 
tionc. J. Insect Physiol., 18 (8): 1441— 14406, 


胞 の 発育 に 対し て 抑制 効果 を 持つ が , その 後 長 日 に 移 
す と その 効果 は 全く 消失 する こと が わか る . 


0, LEB. Ci EE OS mo gto E b (MRO EDUC BA 
係 し て 来る で あろ うと 推 誰 し て いる . 

一 方 , SR, WARE EA CHIL 4, 成虫 に な 
っ て か ら 長 日 条件 下 に お く と , 短 日 の 効果 は 全く 消失 
し て し まっ た . この よう な 長 日 に よる 休眠 か ら の 覚醒 
現象 は ,。 アカ イエ カ (細井 、 1955), C. p. pipiens 
(Tate and Vincent, 1936), = っ ガタ アカ イニ テカ 
(Eldridge, 1963; Kawai, 1969) な ど に つい て 報告 
され て いる . 以上 の よう に , 成虫 休眠 する 四 で は , 一 
RIC SHR, Wh, 成虫 の どの 発育 期 に お いて も ふも 光 周 条 件 
を 感受 する と 考え られ る . その 際 ど の よう な 生理 的 機 
構 が 働く か に つい て ほ よ くわ か っ て いな いか が, お そら 
く ア ラ タ 体 か ら 分 泌 さ れる 幼 若 ホル モン が これ に 関与 
し て いる も の で あろ う . も し そら だ と すれ ば , EDR 
育 期 の 長 日 条件 も アラ タ 体 の 活性 化 を 促進 きせ る 方 向 
に 働く と 考え て よさ そう で ある . 逆 に 成虫 に な っ て か 
ら 短 日 条件 下 に お いて も , その た め に 吸血 率 が 極端 に 
低く な る こと は な い の で , 短 日 条件 に よっ て アラ タ 体 
の 活性 が 低下 する と し て も その 程度 は それ ほど 大 きく 
な いよ うち に 思わ れる . し か し , その 結論 を 得る に は 詳 
組 な 生理 学 的 追求 が 必要 で ある . 


E 


貝 及 び 遇 の 何れ か ら 短 日 に 入れ て も , その まま 羽化 後 
も 短 日 条件 下 で 飼育 し 続け る 限り 濾胞 の 発育 と 吸 面 
活性 は 抑制 され , その 抑制 の 程度 は 短 日 に きら され て 
いる 期間 が 長い ほど 一 般 に は 強い . し か し "羽化 後 長 
日 に 移す と 速 か に 濾胞 は 発育 し , 吸血 活性 は 高まる . 
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